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令和６年度学長戦略経費（研究プロジェクト）実績報告書（研究実績） 
 
１ 研究課題名 
外国語（英語）教育におけるデジタル教科書の教育効果の検証 

 
２ 研究代表者 
（申請者である橋本教授が 2023.9.30付退職により 2023.10.01から） 
・北海道教育大学函館校地域教育専攻 准教授 石森 広美 

 
３ 研究分担者・研究協力者 
（研究分担者） 
・杉本任士教職大学院教授（教育効果分析） 
・石井洋教授（算数・ICT） 
 
（研究協力者） 
・小林真二教授・附属函館中学校長 
・永澤篤教職大学院教授・附属函館小学校長 
・新田英樹附属函館小学校副校長・黒田諭附属函館中学校副校長 
・阿部智附属函館小学校主幹教諭 
・水野栞附属函館小学校教諭（外国語担当） 
・匂坂卓雄附属函館中学校教諭・佐々木ちひろ附属函館中学校教諭（英語科） 
・山口好和准教授（ICT 教育） 
・鈴木淳学校臨床教授（算数） 

 
４ 令和６年度研究計画の達成度 
□ a 計画とおり達成した 
■ b 概ね達成した 
□ c あまり達成できなかった 
□ d 全く達成できなかった 
【c 又は d を選択した場合の理由や問題点】 



 
 

 
５ 学術的成果 
【論文投稿】 
石森広美・佐々木ちひろ「ICT ツールを用いた英語コミュニケーション活動の
可能性と課題―カンボジアの教育大学附属中学校とのオンライン交流から
－」『学校教育学会誌』第 27 号、17－26 頁、2024 年、査読無 
 
石森広美・石井洋「小学校高学年児童の「デジタル教科書」の活用に関する認
識－英語と算数の比較検討からー」『日本教育支援協働学』第７号、印刷中、
2025 年、査読有 
【書籍出版】 
 
 
【学会発表】 
・全国数学教育学会、令和 6 年 12 月 14 日、関東学院大学、石井洋「算数教
育における学習者用デジタル教科書の活用意欲に関する一考察」 
・日本児童英語教育学会、令和７年１月 26 日、文教大学、石森広美「学習者
用英語デジタル教科書に対する児童と教師の志向性と活用に関する考察」 
【その他】 
 
 

 
６ 実践的成果 
【教材】 
 
 
【評価方法】 
 
 
【指導（授業）案】 



北海道教育大学付属函館小学校外国語授業担当 水野栞教諭作成 学習者用
デジタル教科書を活用した外国語科指導案・令和７年３月６日・13 日 校内研
究授業（研究分担者に共有） 
【教育方法】 
 
 
【その他】 
 
 

 
７ その他、研究実施状況 
●令和７年２月末から３月初旬にかけてのアンケート調査実施  
・附属函館小学校５，６年生 英語と算数のデジタル教科書の使用に関する

アンケート調査実施 
・附属函館中学校１，２，３年生 英語と数学のデジタル教科書の使用に関

するアンケート調査実施 
・附属函館小中学校の英語教育担当者へのデジタル教科書活用に関するア

ンケート調査 
 令和６年 10 月北海道教育大学付属函館小学校外国語授業見学と検討会

（石森広美） 
 令和６年 11 月 論文作成に向けての協議（石森広美・石井洋） 
 令和６年 12 月北海道教育大学附属函館中学校外国語教諭との協議（石森

広美・杉本任士） 
 令和７年１月北海道教育大学付属函館小学校外国語授業担当水野教諭と

阿部主幹教諭との研究協議会（石森広美） 
 令和 7 年３月北海道教育大学付属函館小学校外国語授業担当水野教諭に

よるデジタル教科書を活用した研究授業の観察（2 回）とそれに基づく研
究協議（石森広美・石井洋） 

 
８ 使用者や研究協力先等から受けたアドバイス等 
※英語科 
＜附属函館小学校＞ 



水野教諭（外国語担当）より 
デジタル教科書の活用について、特に学習者用デジタル教科書の活用例を

紹介してもらいながら授業に取り入れることができた。指導者用と違い、学習
者用で利用できるツールには限りがあると思っていたが、実際に授業で児童
が使える時間を設けているうちに、児童自身に使いたい意欲の高まりや使用
頻度の向上が見られた。今後も児童が用途に合わせて使える学習ツールの手
軽な選択肢となるように支援していきたい。 
 
阿部主幹教諭より 
本校では、１人１台端末の活用について、授業研究において重要な視点のひ

とつとして実践に取り組んでいる。その中でデジタル教科書の活用法につい
て、なかなか事例の積み重ねが進まない現状があった。今回大学より臨床的研
究の成果として、アンケート結果に基づいた、１授業時間内におけるデジタル
教科書の活用場面の精選や児童の学習の主体性を確保しつつ個別最適化した
使用事例についてアドバイスいただいた。このアドバイスを参考に、校内にお
ける研究推進にいかすとともに、地域の公立学校との研究交流の際にも活用
し、本プロジェクトの成果を広く発信することができた。 

 
＜附属函館中学校＞ 
佐々木ちひろ英語科主任より 
中学外国語授業におけるデジタル教科書の教師ならびに生徒の効果的な活

用方法を、全生徒アンケートの結果分析や大学の教員との協議を基に、本校と
してどう活用していくか・すべきかの方向性について示唆を頂くことができ
た。また、デジタル教科書の様々な機能を日々の学習で取り入れた成果を発揮
するアウトプットの場として、カンボジアの中学生とのオンラインでの意見
交流（2023 年度）やオンライン英会話教材の導入（2024 年度）を進めること
ができた。外国語学習の基礎・基本としてデジタル教科書をどのように活用す
ることが学習者にとって最適であるのか、今後も臨床的研究の成果を基に授
業改善をしていきたい。 
 
※算数 
＜附属函館小学校＞ 



鈴木教諭（算数担当）より 
小学 5 年生の算数授業において、児童が学習方法を選択できる環境を整え

る取り組みを行った。初めは適切な選択ができなかった児童も、次第にデジタ
ル教科書を活用するようになり、「自分の学習に責任をもつ」意識が高まる傾
向が見られた。しかし、児童用デジタル教科書のコンテンツが教師用と異なる
ため、自己学習に活用しづらい課題も指摘された。加えて、低学年では機能が
多すぎると学習の妨げになる可能性があるため、発達段階に応じた調整が求
められる。また、紙とデジタル教科書の良さを活かしつつ、学習支援ソフトと
融合させることで、適切な選択肢を提供し、児童の主体的な学びを促進するこ
とが重要であると考えられる。今後もデジタル教科書のより有効な活用の仕
方について考え、実践をしていきたい。 

 


